獣医療におけるコミュニケーションスキルの効果　 by 杉田 陽出
はじめに










年の調査 ）では（表 参照）、 年度のカリキュラムに 飼主とのコミュニケーショ
ン に関して独立した科目を設けているのは 大学であり、講義や実習の一部として教えて
いるのは 大学であった。独立した科目を設けていないと回答した 大学に、今後設ける予












杉 田 陽 出
）共用試験は医学部と歯学部では 年から、 年生薬学部では 年から既に実施されている。獣医学
部では 年度の入学生からが本格的な実施対象になる（北川， ）。
）質問紙を郵送した 大学の内、 大学から回答が得られた。
答した。また、 実施に向けての取り組み ）については、 現在検討中・準備中
と回答する大学が多い中で、既に模擬クライアントを用いた医療面接実習を行うなど、着実
に歩を進めている大学も見受けられた。このように、少なくともこの調査の実施時点におい
















師と患者による 者間でのコミュニケーションが観察される ）（図 参照）。他方、犬や猫
などの小動物の医療面接では、獣医師と診療対象である患畜、そしてその飼主による 者間
でのコミュニケーションが観察される（図 参照）。本稿で取り上げる臨床獣医療コミュニ
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）この質問の回答は自由記述方式を取った。回答内容を分類すると、 行っている 大学、 現在検討
中・準備中 大学、 行っていない 大学、 無回答 大学となった。
）実際の人医療面接や獣医療面接においては、他の病院・動物病院スタッフや患者・飼主の家族なども、
コミュニケーションに大きく関わっている。よって、必ずしも図 や図 の 者間あるいは 者間のコ
ミュニケーションモデルがあてはまるわけではない。
表 獣医学系大学の 年度カリキュラムにおけるコミュニケーション科目の有無
はい いいえ 無回答 計
独立した科目がある
独立した科目を設ける予定がある





















方針について協力を得る必要がある。このため、飼主の 話を聴く 、飼主から 話を聞き














人医療と同様、従来の獣医師と飼主の関係性においては 父権主義（ ） が
主流であった。しかし現在では、獣医師と飼主の間に信頼関係やパートナーシップを形成
し、飼主だけでなく獣医師の満足度も上がり、診療効果も上がるという観点から、関係性中












を行っている の選択率は ％（ ）で、 項目中最も多かった。また、飼主の動
物病院選択理由について尋ねた質問の回答では、 飼主の考えや意思を尊重した診療を行っ









説明 獣医師の説明をよく聞く 獣医師の説明を理解 誠実な態度 といった飼主のコ
ミュニケーション行動に関する項目に比べて、 病気の知識 や 治療方法の知識 といっ
た飼主の獣医療知識に関する項目を低く評価している。加えて、これら飼主の知識に関し
て、飼主自身よりも獣医師の方がさらに低い評価を下している。飼主は獣医療に関する知識
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）この つの質問の回答結果は、筆者が代表を務める 人と動物の関係研究プロジェクト（ ） の
ホームページ上（ ）で公開している。





















































は、 ％前後の動物病院が 常に行っている と回答している。ところが、 飼主の精神的
ケアを行う 悲嘆の対処法に関する情報を提供する お悔やみカードを送る等、連絡を取
る といった処置後の飼主への精神的サポートについては、 常に行っている と回答した

















数は獣医師 人につき 件（ ）であった。これに対して、

















































































































































感疲労に関連する概念として、 燃え尽き（ ） や 心的外傷（ ） などを挙げている。











農林水産省（ ）が飼主 人を対象に実施した 年の調査によると、動物病院選択
基準に関する質問（複数回答）に対して、獣医師のコミュニケーションスキルに直接関係し
た項目である 病気や治療方法等を詳しく説明してくれる（インフォームド・コンセントが
しっかりしている）（ ％） の選択率は 位である ）。しかし、良い獣医師の条件や資質
に関する質問（複数回答）に対する回答では、 病気や治療方法についてよく説明してくれ
る（ ％） 動物・ペットの症状をよく聞いてくれる（ ％） というコミュニケー
ションスキルに関する つの項目の選択率が、他の項目に抜きん出て高くなっている。ま
た、ペット総研（ ）が飼主 人を対象に実施した 年の調査では、動物病院選択基
準に関する質問（複数回答）の回答として、 信用できる獣医師がいる（ ％） に続き 病
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） 位から順に、 獣医師やスタッフが信頼できる（ ％） 評判がよい（ ％） 医療技術のレベ
ル・質が高い（ ％） となっている。
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